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人と緑 心ふれあう 交流のまち 朝来人と緑 心ふれあう 交流のまち 朝来市市

朝来広
報

平成２１年

２００９ August

No.５３

８月

あ　　さ　　ご ８月

平成２１年

今月の主な内容

２～３
平成２１年度補正予算、市政運営の基本
的な考え方

４～５市政フラッシュ

４～５我がまち朝来再発見

６～８まちのわだい

１０～１７情報掲示板

２０健康のカレンダー・各種相談

ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひとととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりでででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででできききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！ひとりでできた、イカ調理！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
　７月９日、枚田小学校で「お魚料理講習会」が行われ、３年生の

児童４６人が参加しました。

　この日の食材は、浜坂漁港で水揚げされたスルメイカ。児童ら

は、新鮮なイカの頭と胴体を外して内臓を取り除き、水で洗った

後、包丁で胴体は輪切りに、足は適当な長さに切り分けました。

　その後、切り分けたイカの身をフライパンで焼くとあたり一

面に香ばしい香りが。児童らは、早速焼きたてを口にほお張り、

自分たちでさばいたイカの切り身に舌鼓を打っていました。



広報 朝朝来来 ２

①
医
療
・
福
祉
の
充
実
で
安
全
・
安
心
、

　
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

　
地
域
医
療
は
市
民
の
生
命
や
健
康
に
直

結
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
や
公

立
豊
岡
病
院
組
合
と
の
更
な
る
連
携
の
下
、

医
師
確
保
に
向
け
た
取
組
、
救
急
医
療
体

制
な
ど
地
域
医
療
体
制
の
充
実
や
健
康
増

進
・
予
防
医
療
の
推
進
に
努
め
ま
す
。ま
た
、

急
速
に
進
む
高
齢
化
に
対
応
し
た
高
齢
者

福
祉
や
介
護
施
策
、
障
害
者
福
祉
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

②
ふ
る
さ
と
朝
来
を
愛
す
る
心
豊
か

　
な
教
育
立
市
の
実
現

　
少
子
化
対
策
の
強
化
は
、
市
の
地
域
活

性
化
の
必
 須
 条
件
で
す
。
子
ど
も
の
福
祉

す

や
医
療
費
な
ど
の
保
護
者
の
負
担
軽
減
、

認
定
こ
ど
も
園
の
推
進
、育
児
相
談
の
充

実
な
ど
安
心
し
て
出
産
・
育
児
が
で
き
る

子
育
て
支
援
対
策
を
強
化
し
ま
す
。ま
た
、

校
舎
の
耐
震
強
度
補
強
や
大
規
模
改
修
な

ど
に
よ
り
安
全
で
安
心
、
快
適
な
教
育
環

境
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
校
庭
の

芝
生
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
安

全
や
エ
コ
対
策
の
ほ
か
、
管
理
を
通
じ
て

学
校
と
地
域
の
連
携
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
策
を
進
め
る
こ
と
で
、
ふ
る

さ
と
朝
来
へ
の
愛
と
誇
り
を
は
ぐ
く
む
心

豊
か
な
教
育
立
市
の
創
造
を
推
し
進
め
ま

す
。

③
支
所
機
能
の
充
実
に
よ
る
特
色
あ

　
る
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
地
域
振
興
や
生
涯
学
習
の
シ
ン
ク
タ
ン

ク
と
し
て
専
門
的
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

高
齢
化
や
災
害
時
の
危
機
管
理
に
対
応
で

き
る
よ
う
支
所
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

市
の
一
体
化
と
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
、

地
域
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
旧
４
町
が

も
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

④
新
庁
舎
建
設
は
税
収
・
人
口
な
ど

　
の
変
化
を
見
極
め
る

　
現
在
の
経
済
不
況
に
よ
り
地
方
自
治
体

　市議会６月定例会で、１９億１，５００万円の一
般会計補正予算などが可決されました。
　市では、４月に市長選挙があったため、平成
２１年度の当初予算を人件費、扶助費などの義
務的経費と市民サービスや行政活動を維持し
ていく上で必要な経費、継続的に行っている
事業や地域の景気対策の推進に必要な経費な
どからなる「骨格予算」として編成していまし
た。
　今回の補正予算を加えた予算の総額は１８７
億３，１００万円。前年度当初予算総額１８８億
６，５００万円に比べ、０．７％減になっています。
　補正予算には、政策的な経費や新たに取り
組む諸事業の経費が盛り込まれ、平成２１年度
の施策が本格的にスタートします。

平成２１年度補正予算が市議会で可決・成立

－補正額１９億１，５００万円－

所信表明を述べる多次市長

市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え

市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方方

地区を巡回して行う総合健診

認定こども園では０歳児から５歳児までが歌や踊りを一
緒に楽しんだりします

一 般 会一 般 会 計計
予算総額予算総額はは１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億億３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１８７億３，１００００００００００００００００００００００ ０００００００００００００００００００００万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円０万円



平成２１年８月平成２１年８月号号３

の
財
政
状
況
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
は
、
巨
額
の
経
費
を
要
す
る

事
業
で
あ
り
、
今
後
の
市
の
財
政
状
況
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
新
庁
舎

建
設
の
必
要
性
は
理
解
し
て
い
ま
す
が
、

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
状
況
を
的
確

に
把
握
し
、
そ
れ
ら
が
及
ぼ
す
今
後
の
市

へ
の
影
響
を
見
極
め
、
市
の
今
後
の
財
政

状
況
を
厳
し
く
精
査
し
た
上
で
最
終
判
断

を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
新
庁
舎
建
設

基
本
構
想（
案
）の
見
直
し
を
検
討
し
、
建

設
費
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

⑤
職
員
の
意
識
改
革
で
満
足
度
　
％
１００

　
の
ま
ち
へ

　
合
併
か
ら
５
年
目
を
迎
え
、
市
の
職
員

数
は
合
併
時
の
５
百
２
人
か
ら
４
百
　
人
３４

（
平
成
　
年
４
月
現
在
）に
な
っ
て
い
ま
す
。

２１

定
員
適
正
化
計
画
で
は
、平
成
　
年
４
月

２７

に
は
職
員
数
は
３
百
　
人
に
な
る
予
定
で

７０

す
。
こ
れ
か
ら
は
少
な
い
人
材
で
仕
事
が

担
え
る
よ
う
組
織
力
の
強
化
と
も
に
、
優

れ
た
事
務
能
力
と
変
化
に
柔
軟
で
、
的
確

に
対
応
で
き
る
職
員
個
人
の
能
力
が
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
目
指
す
べ
き
職
員
像

と
し
て
、

◎
コ
ス
ト
意
識
と
経
営
感
覚
を
備
え
、
事

　
業
効
果
を
的
確
に
説
明
で
き
る
職
員

◎
常
に
市
民
の
立
場
で
考
え
、
市
民
や
地

　
域
を
大
切
に
す
る
職
員

◎
常
に
問
題
意
識
を
持
ち
な
が
ら
、
新
た

　
な
課
題
に
柔
軟
で
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン

　
ジ
す
る
職
員

◎
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
高
い
倫
理
観
・

　
使
命
感
を
持
ち
、
公
平
・
公
正
に
職
務
を

　
行
う
職
員

　
の
４
点
を
基
本
に
職
員
の
意
識
改
革
を

進
め
、
市
民
満
足
度
　
％
を
目
指
し
て
市

１００

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

⑥
企
業
の
定
着
と
農
業
振
興
で
活
力

　
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
既
存
の
地
場
産
業
や
商
工
観
光
業
の
振

興
は
も
と
よ
り
、
少
子
化
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
、
若
者
の
定
住
促
進
策
と
し
て

企
業
誘
致
や
起
業
支
援
な
ど
雇
用
対
策
を

積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
不
況
業
種

へ
の
利
子
補
給
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
特
産
物
や
有
機
農
法
の
振
興
、
農

林
業
経
営
へ
の
支
援
の
ほ
か
、
有
害
鳥
獣

の
被
害
防
止
対
策
や
耕
作
放
棄
地
の
解
消

に
取
り
組
み
ま
す
。

築後５０年が経過した市役所本庁舎

朝来市特産の岩津ねぎの収穫

■会計別内訳
補正後予算額補正予算額当初予算額会計
１８７億３，１００万円１９億１，５００万円１６８億１，６００万円一般会計
９９億２，７１２万円

（３１億５，０８０万円）
３６０万円

（３６０万円）
９９億２，３５２万円

（３１億４，７２０万円）
特別会計など
（国民健康保険）

２８６億５，８１２万円１９億１，８６０万円２６７億３，９５２万円　合計　

平成２１年度の主な事業

○子育て応援特別手当の拡充事業…３，３８１万２千円
　子育て応援手当ての拡充事業分に該当する児童８８０人

分の事業費

○朝来市一体化・市シンボル作成事業…５００万円
　市制５周年の記念式典に合わせて市民歌、市

花、市木を制定する事業費

○山東支所・集会施設整備事業…７，０００万円

　山東町末歳区、和賀区の集会施設建設の事業費

○公共投資臨時交付金事業…１億７，７８４万９千円
　朝来中学校校舎地震補強事業費

○緊急雇用創出事業基金の拡充事業
…８２５万２千円

　ヤマビル被害防止対策や介護保険適正化認定審査事業

などによる雇用の創出事業費

○消防施設整備事業…２，３０９万９千円
　山東支団のポンプ自動車の更新事業や防火水

槽新設などの事業費

○小学校遠距離通学対策費…６００万円
　山口小学校のスクールバス更新の事業費の追加

○茶すり山古墳整備事業…５，０７１万円
　茶すり山古墳のガイダンス施設の整備事業費

○経済危機対策臨時交付金事業…５億７，９８８万円（うち交付金５億１１５万円）
　通学路の安全確保のための道路改修工事や消防資機材の整備事業、地球温暖化対策としての公用車の低

公害車への更新事業などの費用



　
７
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
の
　
日

１５

２４

１０

間
、
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
朝
来
市
交
通

安
全
対
策
協
議
会
な
ど
は
７
月
　
日
、

１５

道
の
駅
あ
さ
ご
情
報
セ
ン
タ
ー
と

ジ
ャ
ス
コ
・
エ
ス
タ
和
田
山
店
で
夏

の
交
通
事
故
防
止
運
動
・
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
関
係
者
ら
は
、
交
通
事
故
防
止
を

呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
や
反
射
材
な
ど

の
啓
発
グ
ッ
ズ
を
手
渡
し
な
が
ら
、

「
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
ド

ラ
イ
バ
ー
や
来
店
者
に
声
を
か
け
て

い
ま
し
た
。

通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
夏
を
過
ご
そ
う

交交　「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
期
間
中
の

６
月
　
日
と
　
日
の
両
日
、
朝
来
市

２３

２８

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
（
阿
野

保
司
会
長
）の
委
員
の
皆
さ
ん
が
、男

女
共
同
参
画
の
推
進
の
た
め
の
啓
発

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
は
、
平
成

　
年
６
月
　
日
施
行
の
「
男
女
共
同

１１

２３

参
画
社
会
基
本
法
」
の
目
的
や
基
本

理
念
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
毎
年
６
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で

２３

２９

の
１
週
間
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
６
月
　
日
は
、
市
役
所
本
庁
舎
な

２３

ど
で
委
員
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
た
人
に

啓
発
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
。「
男
女

共
同
参
画
」
推
進
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

男男

買
い
物
客
に
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
っ
て
交

通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
る
参
加
者

（
ジ
ャ
ス
コ
・
エ
ス
タ
和
田
山
店
）

　　
夏
と
い
え
ば
夏
祭
り
。
子
ど
も

た
ち
も
そ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
朝
来
市
で
も
８
月
に
な
る
と
市

内
各
地
で
夏
祭
り
が
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
そ
の
中
で
も
最
も
盛

大
に
催
さ
れ
る
和
田
山
地
蔵
祭
の

由
来
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

―
・
―
・
―
・
―
・
―
　

　
８
月
　
日
、
　
日
に
行
わ
れ
る

２２

２３

和
田
山
の
地
蔵
祭
は
出
石
の
 初
午
 

は
つ
う
ま

祭
・
浜
坂
の
 川
下
 祭
と
と
も
に
但

か
わ
す
そ

馬
３
大
祭
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
祭
り
は
清
水
 庵
 （
現
在
の

あ
ん

圓
龍
寺
）
の
本
尊
で
あ
っ
た
地
蔵

尊
祭
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
寺
の

縁
起
碑
に
よ
れ
ば
、昔
、和
田
山
付

近
を
流
れ
る
円
山
川
が
増
水
し
、

そ
の
度
に
水
難
で
亡
く
な
る
幼
児

が
絶
え
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
村
人
は
水
死
者
の

霊
を
慰
め
る
た
め
、
寺
に
子
安
地

蔵
尊
を
建
立
し
 祀
 り
ま
し
た
。
ま

ま
つ

た
江
戸
時
代
の
嘉
永
年
中
（
１
８

４
８
～
１
８
５
４
）、村
内
外
に
疫

病
が
ま
ん
延
し
た
際
、
村
民
こ

ぞ
っ
て
こ
の
地
蔵
尊
に
 六
  道
  衆
 

ろ
く
 
ど
う
 
し
ゅ

 生
 を
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
よ
う
や

じ
ょ
うく

疫
病
が
鎮
ま
り
近
郷
の
尊
崇
が

高
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
も
当
時
の
病
死
者
の
霊
を
祀

る
た
め
寄
進
者
の
名
前
が
記
さ
れ

た
一
刀
彫
り
の
小
地
蔵
尊
像
が
約

　
体
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

３０　
明
治
７
年（
１
８
７
４
）に
は
寺

を
中
心
に
六
町
内
が
作
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
地
蔵
尊
が
祀
ら
れ
て
「
 七
 

な
な

 所
 」地
蔵
尊
と
し
て
町
内
安
全
・

と
こ家

内
安
全
・
五
穀
豊
 穣
 を
祈
願
し

じ
ょ
う

信
仰
を
集
め
て
き
ま
し
た
。
明
治

末
に
な
る
と
鉄
道
が
開
通
し
、
祭

り
は
年
々
盛
大
に
な
り
、
次
第
に

地蔵地蔵祭祭
民俗（年中行事民俗（年中行事））

第２１回

広報 朝朝来来 ４

七所地蔵尊（和田山上
町）

「男女共同参画」を進めるためのＰＲチラシを配布
する阿野会長（右）
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現
在
の
よ
う
な
形
に
変
っ
て
き
た

の
で
し
ょ
う
。

　
地
蔵
祭
の
見
ど
こ
ろ
と
し
て
は
、

町
内
各
所
で
展
示
さ
れ
る
造
り
物

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
組
ご
と
に
い

ろ
い
ろ
な
素
材
を
使
っ
て
、
人
物

や
動
物
・
風
景
な
ど
毎
年
趣
向
を

凝
ら
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
造
り
物
が

展
示
さ
れ
、
見
物
人
を
驚
嘆
さ
せ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
蔵
尊
へ
の

供
え
物
や
飾
り
物
に
手
を
加
え
、

細
工
し
て
い
っ
た
結
果
生
ま
れ
た

も
の
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
造

り
物
の
風
習
は
、
和
田
山
の
ほ
か

に
も
山
東
地
蔵
祭
で
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
昔

は
稚
児
行
列
・
仮
装
行
列
・
だ
ん

じ
り
舞
台
で
の
演
芸
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
夜
は
街
路
の
両
側
い
っ
ぱ
い
に

夜
店
が
並
び
、

東
河
橋
下
流
の

河
川
敷
で
仏
の

送
り
火
に
な
ぞ

ら
え
た
祭
り
最

大

の

イ

ベ

ン

ト
・
花
火
大
会

が
開
か
れ
、
祭

り
は
最
高
潮
に

達
し
ま
す
。

　
以
前
は
近
在

の
ほ
と
ん
ど
の
家
か
ら
老
若
男
女

が
出
掛
け
た
り
、
臨
時
列
車
が
仕

立
て
ら
れ
て
多
く
の
人
が
来
訪
し

た
り
し
た
の
で
、
通
路
は
数
万
の

人
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
午
後
　
時
、
圓
龍
寺
住

１１

職
に
よ
っ
て
「
七
所
」地
蔵
 詣
 り
が

ま
い

行
わ
れ
、
地
蔵
祭
は
終
わ
り
ま
す
。

―
・
―
・
―
・
―
・
―
　

　
和
田
山
地
蔵
祭
の
原
点
と
も
い

え
る「
七
所
」地
蔵
尊
。
今
年
出
掛

け
ら
れ
る
際
に
は
花
火
や
夜
店
見

物
だ
け
で
な
く
、
こ
の
「
七
所
」地

蔵
尊
参
り
も
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
和
田
山
の
地
蔵
祭
は
夏
を
締
め

く
く
る
大
祭
で
、
地
蔵
祭
が
終
わ

る
と
一
気
に
秋
の
気
配
が
深
ま
っ

て
き
ま
す
。

（
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

昭和２０年代後半の和田山地蔵祭のにぎわい
（和田山上町付近）

市政フラッシ市政フラッシュュ

　
市
と
朝
来
地
区
保
護
司
会
な
ど
は

７
月
１
日
、ジ
ャ
ス
コ
・
エ
ス
タ
和
田

山
店
で
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
街
頭
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
　
こ
れ
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
今
年
で
　
回
目
。
７

５９

月
１
日
が
「
更
生
保
護
の
日
」
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
７
月
を
強
調
月
間
と

し
て
、
全
国
各
地
で
街
頭
啓
発
活
動

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、

買
い
物
客
な
ど
一
人
ひ
と
り
に
啓
発

チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
、
運
動
の
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

る
い
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

明明
　
市
は
７
月
９
日
、多
世
代
交
流
セ

ン
タ
ー
で
人
権
講
演
会
を
行
い
ま
し

た
。
　
こ
の
講
演
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
人
権
意
識
の
向
上
と
啓
発
を
図
り
、

よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
く
き
っ
か
け
作
り
に
し
て
も
ら
お

う
と
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
但
馬
地
区
人
権
教
育

研
究
協
議
会
会
長
の
山
根
功
暉
さ
ん

が
「
出
会
い
を
大
切
に
」
と
題
し
て

講
演
し
ま
し
た
。

　
山
根
さ
ん
は
「
小
学
校
の
教
師
を

し
て
い
た
時
に
、
当
時
校
長
だ
っ
た

故
・
東
井
義
雄
さ
ん
に
出
会
っ
た
。

そ
れ
を
機
会
に
自
己
中
心
的
だ
っ
た

自
分
を
変
え
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に

な
っ
た
」
と
出
会
い
の
大
切
さ
を
話

し
ま
し
た
。

と
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に

人人

自らの経験などを例に挙げながら出
会いの大切さを話す山根さん

買い物客に運動を呼びかける参加者
（ジャスコ・エスタ和田山店）
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７
月
　
日
、
生
野
中
学
校
前
の
市

１２

川
河
川
公
園
で
「
生
野
・
き
れ
い
な

川
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
生
野
E
C
O
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
、
川
の
自
然
に
触
れ
合

う
こ
と
で
川
の
大
切
さ
を
再
認
識
し

て
も
ら
お
う
と
開
催
し
た
も
の
。
参

加
し
た
約
　
人
の
親
子
連
れ
は
、
川

７０

に
入
る
と
早
速
生
き
物
を
探
索
。
石

を
ひ
っ
く
り
返
し
た
り
草
む
ら
に
網

を
入
れ
た
り
し
て
ヤ
ゴ
や
ト
ビ
ケ
ラ

の
幼
虫
な
ど
を
捕
ま
え
ま
し
た
。
そ

の
後
、
生
野
中
学
校
理
科
室
に
場
所

を
移
し
、
捕
ま
え
た
生
き
物
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
顕
微
鏡
で
観
察
し
て

い
ま
し
た
。

　
７
月
　
日
、
和
田
山
町
寺
内
の
山

１９

王
神
社
に
伝
わ
る
「
寺
内
ざ
ん
ざ
か

踊
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
踊
り
は
、
４
百
年
前
に
始

ま
っ
た
と
さ
れ
る
伝
統
行
事
で
県
指

定
の
無
形
文
化
財
。
山
王
の
遣
い
の

猿
に
ふ
ん
し
た
　
人
の
踊
り
手
が
円

１２

に
な
り
「
ザ
ン
ザ
カ
ザ
ッ
ト
ウ
」
の

声
に
あ
わ
せ
て
腰
に
つ
け
た
太
鼓
を

打
ち
鳴
ら
し
ま
す
。　

　
今
年
は
途
中
か
ら
大
雨
に
な
り
、

急
き
ょ
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
踊

り
手
た
ち
は
、
五
穀
豊
 穣
 と
子
孫
繁

じ
ょ
う

栄
を
願
っ
て
舞
を
奉
納
し
ま
し
た
。

川
の
中
、ど
ん
な
生
き
物
が
い
る
の
か

川
の
中
、ど
ん
な
生
き
物
が
い
る
の
か
なな

４
百
年
前
か
ら
続
く
伝
統
の
踊
り
を
披

４
百
年
前
か
ら
続
く
伝
統
の
踊
り
を
披
露露

川の中の石をひっくり返して生き物を探す参

加者

　
７
月
　
日
、
和
田
山
駅
前
セ
ン

１８

タ
ー
街
で
「
駅
前
元
気
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　
こ
の
ま
つ
り
は
、
駅
前
商
店
街
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
活
性
化
に

つ
な
げ
よ
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
、
バ

ル
ー
ン
ワ
ー
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
が
行
わ
れ
た
中
で
も
、
人
気
を
集

め
た
の
は
射
的
コ
ー
ナ
ー
。
子
ど
も

た
ち
は
真
剣
な
眼
差
し
で
的
を
狙
っ

て
玉
を
打
ち
、「
あ
た
っ
た
」「
外
れ

た
」と
一
喜
一
憂
し
て
い
ま
し
た
。

　
生
野
ま
ち
づ
く
り
工
房
井
筒
屋
運

営
委
員
会
は
７
月
４
日
か
ら
７
日
の

４
日
間
、
生
野
町
口
銀
谷
地
区
で

「
銀
谷
の
七
夕
ま
つ
り
」を
行
い
ま
し

た
。
　
期
間
中
は
、
約
百
軒
の
民
家
や
事

業
所
な
ど
が
、
玄
関
先
な
ど
に
色
と

り
ど
り
七
夕
飾
り
を
装
飾
。
時
折
風

に
揺
ら
れ
、
見
物
客
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
井
筒
屋
で
は
７

月
４
日
に
七
夕
飾
り
づ
く
り
教
室
が

行
わ
れ
、
約
　
人
の
参
加
者
が
思
い

２０

思
い
の
七
夕
飾
り
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。

イ
ベ
ン
ト
た
く
さ
ん
、駅
前
に
活

イ
ベ
ン
ト
た
く
さ
ん
、駅
前
に
活
気気

街
中
い
っ
ぱ
い
七
夕
飾

街
中
い
っ
ぱ
い
七
夕
飾
りり

井筒屋に飾られたかみごろもなどの七夕飾り

伝統の踊りを披露する踊り手たち

的を狙って発射！！
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朝
来
市
生
涯
学
習
推
進
連
絡
協
議

会
は
７
月
　
日
、
和
田
山
農
業
者
ト

１８

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
「
ラ
ジ
オ

体
操
講
習
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
ラ
ジ
オ
体
操

の
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
多

胡
肇
さ
ん
。
多
胡
さ
ん
の
指
導
を
受

け
た
　
人
の
参
加
者
は
、
額
の
汗
を

５２

ぬ
ぐ
い
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
の
動
作

を
確
認
し
、
正
し
い
姿
勢
や
動
き
を

学
ん
で
い
ま
し
た
。ま
た
、　
日
・
　

１９

２０

日
の
両
日
に
は
、市
内
５
か
所
で「
み

ん
な
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
」を
開
催
。
た

く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
、
心
地
よ
い

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
よ
ふ
ど
温
泉
横
の
水
田
に
植
え
ら

れ
た
ハ
ス
が
見
ご
ろ
を
迎
え
た
7
月

　
日
と
　
日
の
両
日
、
同
温
泉
で

１１

１２

「
ハ
ス
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
水
田
の
ハ
ス
は
地
元
の
皆
さ
ん
が

温
泉
の
所
在
地「
　
番
地
」に
ち
な
み

１０８

　
株
を
植
栽
し
た
の
が
始
ま
り
。
現

１０８在
で
は
約
　
種
を
　
㌃
で
栽
培
し
て

５０

３０

い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
同
温
泉
を
訪
れ
た
菅
野

俊
彦
さ
ん（
た
つ
の
市
）は
、「
ハ
ス
の

花
は
と
て
も
き
れ
い
で
す
ね
。思
っ

た
よ
り
大
き
く
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
田
路
に
あ
る
県
立
内
水
面
漁
業
セ

ン
タ
ー
周
辺
で
７
月
　
日
、「
田
路
川

１９

ふ
れ
あ
い
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
　
回
目
と
な
る
こ
の
祭
り

１２

は
、
多
く
の
人
に
川
に
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
地
元
田
路
地
区
の
皆
さ
ん

が
開
催
し
た
も
の
。
魚
の
つ
か
み
取

り
な
ど
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
同
セ
ン
タ
ー
周
辺
に
さ

ま
ざ
ま
な
露
店
が
並
び
ま
し
た
。

　
中
で
も
、毎
年
恒
例
の
ア
マ
ゴ
の

塩
焼
き
コ
ー
ナ
ー
は
、
今
年
も
大
人

気
。
魚
の
焼
け
る
香
ば
し
い
に
お
い

に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
人
々
が
、
次
々

に
焼
き
た
て
を
買
い
求
め
て
い
ま
し

た
。

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

夏
休
み
を
前
に
正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
を
身
に
付
け

夏
休
み
を
前
に
正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
を
身
に
付
け
るる

よ
ふ
ど
温
泉
に
大
輪
の
ハ
ス
の
花
開

よ
ふ
ど
温
泉
に
大
輪
の
ハ
ス
の
花
開
くく

焼
き
た
て
の
ア
マ
ゴ
、大
人

焼
き
た
て
の
ア
マ
ゴ
、大
人
気気

Town Topics　～まちのわだい～

皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。　　市役所秘書広報課　☎672-6111

みごとに咲いたハスの花

講師の多胡さんの指導を受け、体操する参加者

香ばしいく焼けるアマゴのにおいに引き寄
せられて…焼き上がりを待つ子どもたち

　
７
月
　
日
、
和
田
山
町
竹
田
の
朝

２３

来
橋
近
く
の
河
川
敷
で
「
 愛
宕
 神
社

あ

た

ご

 松
明
 ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

た

い

ま

つ

　
こ
の
祭
り
は
、
江
戸
時
代
の
１
７

６
２
年
（
宝
暦
　
年
）、
竹
田
地
区
を

１２

襲
っ
た
大
火
事
の
後
、
再
び
こ
の
よ

う
な
災
難
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
と
、

朝
来
山
の
愛
宕
神
社
に
大
松
明
を
奉

納
し
た
の
が
始
ま
り
。
大
松
明
か
ら

炎
が
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
っ
て
川
面

に
映
し
出
さ
れ
る
幻
想
的
な
雰
囲
気

の
中
、
祭
壇
で
火
事
災
難
か
ら
の
無

事
を
祈
る
神
事
や
雅
楽
の
演
奏
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

炎
が
織
り
な
す
幻
想
的
な
祭

炎
が
織
り
な
す
幻
想
的
な
祭
りり

闇を照らす直径約１㍍、高さ約６㍍の巨大松明３基
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違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

Town Topics　～まちのわだい～

皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。　　市役所秘書広報課　☎672-6111

　
山
口
小
と
中
川
小
の
５
年
生
　
人
５９

が
、
６
月
　
日
か
ら
７
月
３
日
の
５

２９

日
間
、
市
内
の
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
で

「
自
然
学
校
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
児
童
ら
は
、２
日
目
に
は
、埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
で
ま
が
玉
づ
く
り
に

挑
戦
。
材
料
と
な
る
 滑
石
 を
好
き
な

か

っ

せ

き

形
に
紙
や
す
り
で
磨
き
上
げ
、
思
い

思
い
に
個
性
的
な
ま
が
玉
を
作
っ
て

い
ま
し
た
。

　
自
然
学
校
は
、
市
内
の
小
学
校
５

年
生
を
対
象
に
毎
年
５
月
か
ら
６
月

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
、
開
催

時
期
が
変
更
に
な
り
、
６
月
か
ら
７

月
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

梁
瀬
と
粟
鹿
、
与
布
土
小
の
自
然
学

校
は
　
月
の
開
催
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１０

　
照
福
保
育
園
の
園
児
　
人
が
６
月

６０

　
日
、
山
東
町
森
の
健
康
農
園
で
ブ

２４ル
ー
ベ
リ
ー
の
摘
み
取
り
を
体
験
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
こ
の
農
園
を
経
営
す
る

平
田
尚
志
さ
ん
が
同
保
育
園
の
園
児

を
招
待
し
た
も
の
。
園
児
た
ち
は
、

大
人
の
背
丈
ほ
ど
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
木
に
な
る
実
の
中
か
ら
大
粒
で
青

黒
く
完
熟
し
た
も
の
を
選
ん
で
は
、

か
ご
い
っ
ぱ
い
に
収
穫
。
取
っ
た
そ

の
場
で
取
れ
立
て
の
実
を
口
に
ほ
お

ば
る
と
「
甘
く
て
お
い
し
い
よ
」
と

初
夏
の
味
覚
を
楽
し
ん
で
ま
し
た
。

古
代
人
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー「
ま
が
玉
」作
り
に
挑

古
代
人
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー「
ま
が
玉
」作
り
に
挑
戦戦

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
お
い
し
い

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
お
い
し
い
ねね

作ったまが玉を早速首にかける児
童ら

色が濃く熟した実を選んで摘み取る園児

　
市
内
の
４
町
商
工
会
は
６
月
　
日
、

２３

和
田
山
町
商
工
会
館
で
合
併
協
議
会

の
発
足
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
４
町
商
工
会
の
総
会
員
数
は
１
千

２
百
人
。
来
年
４
月
の
合
併
を
目
指

し
、
２
月
　
日
に
合
併
基
本
協
定
を

１９

締
結
。
そ
の
後
各
商
工
会
の
総
会
・

総
代
会
で
も
合
併
協
議
会
設
置
が
承

認
さ
れ
、
こ
の
日
の
発
足
に
至
り
ま

し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
月
に
１
回
開
き
、

合
併
方
式
や
新
組
織
の
名
称
、
事
務

所
の
位
置
や
運
営
方
法
な
ど
を
話
し

合
い
ま
す
。

来
年
４
月
の
合
併
を
目
指
し
て
協
議
会
発

来
年
４
月
の
合
併
を
目
指
し
て
協
議
会
発
足足

合併協議会の看板を設置する４町商工会の会長

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　
市
は
６
月
　
日
、
あ
さ
ご

１８

婦
人
の
会
か
ら
　
万
２
千
　

１０２

５１

円
の
寄
付
金
を
受
け
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
６
月
　
日
に
解

２３

散
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

た
た
め
、
朝
来
郡
連
合
婦
人

会
名
義
の
基
本
財
産
積
立
金

を
「
市
役
所
本
庁
舎
整
備
の

際
に
、
市
の
木
を
敷
地
内
に

植
樹
し
て
ほ
し
い
」
と
市
に

寄
付
し
た
も
の
で
す
。

　
市
で
は
「
ふ
る
さ
と
創
生

基
金
」
に
繰
り
入
れ
、
庁
舎

整
備
の
際
に
、
同
会
の
意
向

に
沿
っ
て
活
用
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

多
次
市
長
に
寄
付
金
の
目
録
を

渡
す
朝
来
婦
人
の
会
の
皆
さ
ん

（
左
）

善意に感謝します

あさご婦人の会が市へ寄付



平成２１年８月平成２１年８月号号９

怪

怪

悔

悔

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

　６月１５日（月）に豊岡市民会館で行われた平成２１年度豊岡人権擁護委員協議会総会で、日ごろ人

権擁護に尽力されている次の皆さんが表彰を受けました。

　おめでとうございます　表　彰　

全国人権擁護委員連合会長表彰　多田嘉高さん（生野町口銀谷）

近畿人権擁護委員連合会長表彰　鵤　伸子さん（和田山町竹田）

▲絶景の東尋坊（福井県坂井市）

▼竹細工づくりを見学（福井県坂井市・越前竹
　人形の里）

▲参加者全員そろっての大宴会（石川県加賀市・山代
　温泉）

▼大安寺住職のいきいき法話（福井県福井市）

　
日
本
三
名
園
の
一
つ
、
兼
六
園
を
散
策
　

　（
石
川
県
金
沢
市
）

▼

　
近
江
町
市
場
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン

　
グ（
石
川
県
金
沢
市
）

▼

　６月２１日と２２日の両日に渡っ

て、第３回朝来市民号「北陸・山

代温泉の旅」が実施されました。

　３２２人の参加者は、車中で親睦

を深めたり東尋坊や兼六園などの

観光名所を巡ったりしました。



　
但
馬
地
区
金
融
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
、
中
小
企
業
の

皆
さ
ん
が
抱
え
て
い
る
金

融
の
課
題
な
ど
の
相
談
を

無
料
で
行
い
ま
す
。
資
金

繰
り
な
ど
の
金
融
相
談
や

融
資
制
度
の
紹
介
な
ど
も

行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日
　
毎
週
木
曜
日

▽
相
談
時
間
　
９
時
～
　１７

　
時
　
分
１０

▽
開
催
場
所
　
市
役
所
南

　
庁
舎

▽
金
融
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
兵
庫
県
信
用
保
証
協
会

　
黒
田
 豊
彦
氏

▽
相
談
方
法
　
右
の
開
催

　
場
所
に
お
越
し
く
だ
さ

　
い
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

　
☎
０
１
２
０
―
５
３
７
―
０
０
１

　
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
市
政
参
加
を
進
め
、
市

政
に
対
す
る
理
解
と
信
頼

を
さ
ら
に
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
情
報
公
開
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
情
報
公
開
制
度
が
、

平
成
　
年
度
の
１
年
間
で

２０

ど
の
程
度
利
用
さ
れ
、
ど

の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
の

か
、
取
り
ま
と
め
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
総
務
課

　
☎
６
７
２－

６
１
１
５

　
市
で
は
、
平
成
　
年
５

１７

月
　
日
に
厚
生
労
働
省
の

３０
勧
告
を
受
け
て
か
ら
、
日

本
脳
炎
予
防
接
種
の
積
極

的
な
勧
奨
を
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。　

　
こ
の
度
、
乾
燥
細
胞
培

養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
」

が
第
１
期
予
防
接
種
で
使

用
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
と
し

て
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、市
で
は
、同
省
の
指

示
の
下
、
こ
の
新
し
い
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
も
、
有
効

性
と
安
全
性
が
確
立
さ
れ
、

安
全
供
給
さ
れ
る
ま
で
積

極
的
な
勧
奨
は
行
い
ま
せ

ん
。た
だ
し
、接
種
を
希
望

す
る
場
合
は
、
医
療
機
関

に
予
約
す
る
前
に
市
役
所

健
康
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
健
康
課

　
☎
６
７
２－

５
２
６
９

　
就
学
児
童
医
療
費
助
成

事
業
の
対
象
に
、
中
学
１

広報 朝朝来来 １０

お
知
ら

お
知
ら
せせ

市役所本庁　☎６７２－３３０１

　生野支所　☎６７９－２２４０

　山東支所　☎６７６－２０８０

　朝来支所　☎６７７－１１６５

■問い合わせ先　市役所健康課　☎６７２－５２６９

平
成
　
年
度
情
報
公
開
制

２０

度
の
運
用
状
況

日
本
脳
炎
予
防
接
種

　～８月の休日診療（内科・小児科）のご案内～　
　８月の南但休日診療所開設日は次のとおりです。

８月２日（日）、９日（日）、１４日（金）、１６日（日）、２３日（日）、３０日（日）

受付時間：８時３０分～１６時

但
馬
地
区
金
融
ア
ド
バ
イ

ザ
ー

実施機関別公文書公開請求件数と内容

不 服
申立て

決定などの内容請求件数
（申出件数）

実 施 機 関
取下げ不開示部分開示開 示

００１１１２１４市　 　 長
００００２２議会事務局
０００１０１教育委員会
０００１０１農業委員会
０００１１２監 査 委 員
００１１４５２０計

《国民健康保険高齢受給者証の更新につい《国民健康保険高齢受給者証の更新についてて》》

情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
　
A
s
a
g
o
　
L
ife

暮らしのお知らせ

室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室

「楽しみ手作り教室」下半期受講生募集
　但馬長寿の郷づくり協議会は、平成２１年度下半

期の「楽しみ手作り教室」受講生を募集中です。

開催教室　粘土工芸教室（午前・午後の２コース）

　／木工教室（午前・午後の２コース）

※申込締切：９月１８日（金）

※各教室の詳細はお問い合

　わせください。

■問い合わせ先

　但馬長寿の郷事業課
　☎６６２－８４５６

就
学
児
童
医
療
の
助
成
対
象

を
中
学
３
年
生
ま
で
拡
大

第第３３８８回回 のの保保国国 ひひ ろろ ばば

■問い合わせ先　市役所市民課　☎６７２－６１２０

　平成２１年４月から７０歳～７４歳の皆さん（現役並み所得

者＝３割負担の人は除く）の自己負担が２割に引き上げら

れることになっていましたが、この見直しは凍結になり、平

成２１年４月～平成２２年３月までの１年間は、自己負担が１

割に据え置かれます。

※受給者証の「一部負担金の割合」欄には、「２割（ただし、平成

　２２年３月３１日までは１割）」と記載されています。病院など

　の窓口での負担は１割です。

　国民健康保険に加入している７０歳～７４歳の皆さんがお

持ちの「高齢受給者証」の更新は８月１日になっています。

　７月下旬に新しい証を郵便で送付しました。お手元に届

いていますでしょうか？届いていない人は、市役所市民課

又は各支所地域振興課で発行しますので、ご相談ください。



平成２１年８月平成２１年８月号号１１

～
３
年
生
の
平
成
　
年
７

２１

月
以
降
の
入
院
分
が
新
た

に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
該
当
の
皆
さ
ん
に
は
、

７
月
末
に
受
給
者
証
を
郵

送
し
て
い
ま
す
。

▽
制
度
の
概
要
　

○
入
院
　
自
己
負
担
な
し

※
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口

　
で
、
一
旦
自
己
負
担
分

　
を
支
払
っ
た
後
、
市
役

　
所
窓
口
で
申
請
し
て
助

　
成
す
る「
償
還
払
い
」の

　
方
法
で
支
給

○
所
得
制
限
　
扶
養
義
務

　
者
の
市
民
税
所
得
割
額

　
　
万
円
５
千
円
未
満
又

２３
　
は
所
得
が
限
度
額
未
満

　
（
扶
養
２
人
の
場
合
、所
得

　
限
度
額
６
百
８
万
円
）

○
申
請
方
法
（
既
に
同
医

　
療
の
資
格
の
あ
る
小
学

　
４
年
生
～
６
年
生
の
申

　
請
方
法
も
同
じ
）

１
　
医
療
機
関
の
窓
口
で

　
健
康
保
険
の
み
で
受
診

　
し
、
一
旦
自
己
負
担
分

　
を
支
払
う
。

２
　
加
入
し
て
い
る
健
康

　
保
険
に
高
額
療
養
費
等

　
の
申
請
を
す
る
。

３
　
加
入
し
て
い
る
健
康

　
保
険
か
ら
の
高
額
療
養

　
費
等
の
返
金
後
、
①
医

　
療
機
関
の
領
収
書
②
印

　
鑑
③
振
込
先
口
座
の
分

　
か
る
も
の（
通
帳
な
ど
）

　
④
健
康
保
険
か
ら
の
返

　
金
細
書
⑤
健
康
保
険
証

　
⑥
就
学
児
童
医
療
費
受

　
給
者
証
を
持
参
し
て
、

　
市
役
所
市
民
課
又
は
各

　
支
所
地
域
振
興
課
で
返

　
金
申
請
を
す
る
。

※
中
学
生
分
は
、
外
来
は

　
助
成
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
こ
の
就
学
児
童

医
療
を
含
め
、「
乳
幼
児
等

医
療
」、「
母
子
家
庭
等
医

療
」
な
ど
の
福
祉
医
療
費

受
給
者
証
は
、学
校
、幼
稚

園
、
保
育
園
で
の
ケ
ガ
な

ど
に
伴
う
受
診
に
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
（
日
本
ス
ポ

ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
見
舞
金
付
き
の
給
付
が

受
け
ら
れ
る
た
め
）。

　
そ
の
場
合
に
、
こ
れ
ら

の
受
給
者
証
を
使
っ
て
受

診
し
た
と
き
は
、後
日
、
医

療
費
を
返
還
し
て
も
ら
う

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
市
民
課

　
☎
６
７
２－

６
１
２
０

　
但
馬
生
活
科
学
セ
ン
タ

ー
は
、
消
費
者
教
育
や
消

費
者
被
害
未
然
防
止
の
た

め
、
通
信
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

▽
実
施
機
関
　
９
月
～
平

　
成
　
年
２
月

２２

▽
実
施
方
法
　
テ
キ
ス
ト

　
に
よ
る
家
庭
学
習
５
回

　
／
ス
ク
ー
リ
ン
グ
１
回

▽
内
容
　
悪
質
商
法
か
ら

　
身
を
守
る
た
め
に
／
知

　
っ
て
お
き
た
い
！
い
ま

　
ど
き
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

　
ド
事
情
／
環
境
新
時
代

　
／
食
の
安
全
・
安
心
を

　
確
保
す
る
た
め
に
／
く

　
ら
し
に
役
立
つ
法
律

▽
受
講
料
　
無
料
（
テ
キ

　
ス
ト
送
料
千
円
分
の
切

　
手
が
必
要
）

▽
申
込
期
限
　
８
月
　
日
２０

　
　（木）

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
但
馬
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
９
６
―
２
３
―
１
４
９
０

税
８月の税
個人市民（県民）税　２期
国民健康保険税　　３期

納期　８月３１日（月）まで

８月の税

　市で排水設備の工事指定店の指定

を受けるには、専属の責任技術者が

必要です。この責任技術者の資格を

取得するための試験が行われます。

試験日 １１月８日（日）

試験会場 流通科学大学（神戸市西区）

試験科目 下水道に関する一般知識や諸法

　規、排水設備工事の設計・施工方法など

受験料 ６千円

　１０月上旬～中旬に県下各地で希望者

を対象に講習会を開催します。

開催場所 神戸市・姫路市・豊岡市・南あわじ市

内　容 下水道に関する諸法規や設計施

　工、計算問題演習など

講習時間 ３時間程度　受講料 ８,５００円

試験・受験講習の申込

・申込書配布期間　８月１７日（月）～

　２８日（金）９時～１７時。土・日曜日を

　除く。

・申込受付期間　８月２４日（月）～２８

　日（金）９時～１７時

・申込書配布・受付場所　市役所下水道課

合格発表　平成２２年１月１８日（月）

　合格者に合格証書を送付します。不

　合格者には、その旨通知します。

受 験 講 習 会

■問い合わせ　市役所下水道課　☎６７６－２０８１

く
ら
し
の
通
信
講
座

平成２１年度
下水道排水設備工事責任技術者試験

“しない・させない・許さない”　不法投棄・野焼き（一部例外を除く）は法律違反！！通報は、朝来警察署（☎６７２－０１１０）又は市役所生活環境課（☎６７２－６１２１）まで。

愚

寓

喰

隅

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

８月は道路ふれあい月間
　道路はみんなのものです。ルー

ルを守って広く、正しく使いま

しょう。

　ごみ・空き缶のポイ捨て、無断

のはり紙やはみ出し看板の設置

はやめましょう。

国土交通省・県県土整備部・朝来市



市役所本庁　☎６７２－３３０１

　生野支所　☎６７９－２２４０

　山東支所　☎６７６－２０８０

　朝来支所　☎６７７－１１６５

広報 朝朝来来 １２

暮らしのお知らせ

　
誰
で
も
か
か
る
可
能
性

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

認
知
症
。
高
齢
化
が
進
む

但
馬
地
域
で
、
安
心
し
て

生
活
す
る
た
め
に
は
正
し

い
理
解
が
必
要
で
す
。

　
但
馬
長
寿
の
郷
は
、

「
認
知
症
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
ま
す
。
認
知
症
に
つ

い
て
一
緒
に
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？
 

▽
日
時
　
　
月
１
日
　
　

１０

（木）
１３

　
時
　
分
～

３０

▽
場
所
　
但
馬
長
寿
の
郷

　
郷
ホ
ー
ル（
入
場
無
料
）

▽
内
容
　

・
講
演

　「
認
知
症
に
な
っ
て
も

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た

　
め
に
～
寄
り
添
う
こ
こ

　
ろ
・
支
え
・
助
け
合
う
地

　
域
を
め
ざ
し
て
～
」

　〈
講
師
〉

　
大
阪
市
立
大
学
大
学
院

　
看
護
学
研
究
科
教
授

　
臼
井
キ
ミ
カ
 氏
 

・
質
疑
応
答

▽
対
象
者
　
認
知
症
に
関

　
心
の
あ
る
人
、民
生
・
児

　
童
委
員
、介
護
職
員
、福

　
祉
関
係
者
、保
健
・
医
療

　
関
係
者
な
ど

▽
定
員
　
３
百
人

▽
申
込
方
法
　
は
が
き
、

　
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
締
切
　
９
月
　
日
２５

　
　（金）

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
但
馬
県
民
局
但
馬
長
寿

　
の
郷
地
域
ケ
ア
課

　
☎
６
６
２
―
８
４
５
６

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
 ６
６
２
―
９
９
５
９

　
市
で
は
、
市
民
の
一
体

感
と
郷
土
愛
を
さ
ら
に
醸

成
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
誰
か
ら
も
親
し
ま

れ
、
後
世
に
末
永
く
歌
い

継
が
れ
る
元
気
で
明
る
い

未
来
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

市
歌
の
歌
詞
を
募
集
し
ま

す
。

▽
応
募
資
格
　

①
市
内
在
住
又
は
市
内
に

　
在
勤
、
在
学
し
て
い
る

　
人

②
過
去
に
市
内
に
住
ん
で

　
い
た
人
、
旅
行
や
仕
事

　
な
ど
で
市
と
関
わ
り
が

　
あ
る
人
な
ど
朝
来
市
と

　
ゆ
か
り
が
あ
る
人

▽
応
募
期
限
　
８
月
　
日
３１

　
　
必
着

（月）
▽
応
募
方
法
　
指
定
の
応

　
募
用
紙
に
、
次
の
こ
と

　
を
明
記
の
上
、
郵
送
、

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ

　
ー
ル
又
は
持
参
の
い
ず

　
れ
か
の
方
法
で
応
募
先

　
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
作
品
へ
の
思
い

・
朝
来
市
と
わ
た
し

　（
市
内
在
住
、
在
勤
、
在

　
学
し
て
い
る
人
以
外
の

　
応
募
者
の
み
記
入
）

・
氏
名（
ふ
り
が
な
明
記
）

・
住
所

・
年
齢

・
電
話
番
号

・
勤
務
先
又
は
学
校
名
　

　（
市
内
在
住
者
は
不
要
）

▽
応
募
規
定
         　
　

①
募
集
は
歌
詞
の
み
で
す
。

②
歌
詞
は
必
ず
１
番
か
ら

市
歌
の
歌
詞

　感電防止にアースを取り付けま

しょう。

８月は電気使用安全月間です

主唱　経済産業省

　　　財団法人関西電気保安協会

　いよいよ水稲の収穫が始まります。苗の育

苗・田植えから始まった作業も刈り取りの時期

となりました。今年の作柄はいかがですか？皆

さんが丹精込めて作られた稲が風水害などの気

象上の災害、イモチ・ウンカなどの病害虫やス

ズメ・シカ・イノシシなどの鳥獣害による減収

を補うのがNOSAIの水稲共済です。

３割を超えるの被害があれば被害申告を忘れずに！

　　　　　　　　以下の災害で、３割を超える

減収となった場合に共済対象事故となります。

風水害（暴風雨・強風等による風害、冠水・浸水・

流失等による災害）、干害（干ばつによる災害）、

冷害（低温及びこれに付随する異常気象のため

に生じた災害）、地すべり害、火災、その他気象上

の原因による災害（地震・噴火・落雷等による災

害）、病害・虫害・鳥害・獣害

※「野生動物被害補償制度」に加入している地区の獣

　害による被害に限り１割を超える減収から共済の

　対象となります。

※共済対象事故が発生しても、収穫した後では損害

　評価会委員による適正な損害評価（市による損害

　評価）が行えませんので、３割を超える減収があれ

　ば必ず収穫をする前に被害を申告してください。

■問い合わせ　市役所農業共済課　☎６７２－５５００

共済対象事故

水稲の収穫が始まります

但
馬
の
健
康
と
福
祉
を
考

え
る
つ
ど
い「
認
知
症
セ

ミ
ナ
ー
」

募

集

 
募

集
 
 



平成２１年８月平成２１年８月号号１３

　
３
番
ま
で
す
べ
て
記
入

　
し
て
く
だ
さ
い
。

③
漢
字
や
ロ
ー
マ
字
な
ど

　
に
は
必
ず
ふ
り
が
な
を

　
付
し
て
く
だ
さ
い
。

④
応
募
作
品
は
返
還
し
ま

　
せ
ん
。ま
た
、応
募
作
品

　
に
著
作
権
な
ど
に
関
わ

　
る
問
題
が
生
じ
た
場
合

　
の
責
任
は
、
応
募
者
が

　
負
う
も
の
と
し
ま
す
。

⑤
入
賞
作
品
の
す
べ
て
の

　
著
作
権
は
市
に
帰
属
す

　
る
も
の
と
し
ま
す
。 

⑥
最
優
秀
作
品
は
、
市
議

　
会
の
議
決
を
経
て
朝
来

　
市
市
歌
と
し
て
採
用
さ

　
れ
ま
す
。 

⑦
最
優
秀
作
品
は
、
市
歌

　
の
作
曲
過
程
で
補
作
す

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑧
応
募
作
品
は
未
発
表
の

　
も
の
に
限
り
、
１
人
１

　
点
と
し
ま
す
。

⑨
応
募
規
定
に
違
反
し
た

　
も
の
は
、
審
査
の
対
象

　
か
ら
除
き
ま
す
。
入
賞

　
発
表
後
で
も
入
賞
を
取

　
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま

　
す
。 

⑩
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、

　
適
切
に
管
理
し
ま
す
。

⑪
入
賞
作
品
の
発
表
は
　１２

　
月
ご
ろ
に
広
報
紙
や
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
行

　
う
予
定
で
す
。

※
来
年
度
実
施
予
定
の
朝

　
来
市
合
併
５
周
年
記
念

　
式
典（
仮
称
）で
表
彰
と

　
市
歌
の
披
露
を
行
う
予

　
定
で
す
。

▽
作
曲
方
法
　
最
優
秀
作

　
品
の
作
曲
は
、
歌
手
で

　
作
曲
家
の「
小
椋
佳
」
さ

　
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

▽
表
彰
　
入
賞
作
品
に
は

　
次
の
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

・
最
優
秀
賞
　
１
人

　
賞
状
・
賞
金
　
万
円

３０

・
優
秀
賞
　
３
人

　
賞
状
・
賞
金
各
３
万
円

▽
審
査
　
市
が
委
嘱
し
た

　
朝
来
市
歌
・
花
・
木
等
選

　
考
委
員
会
が
応
募
作
品

　
の
審
査
を
行
い
、
入
賞

　
作
品
を
決
定
し
ま
す
。

▽
応
募
用
紙
　
市
役
所
本

　
庁
舎
や
各
支
所
、
市
内

　
の
主
要
な
施
設
で
配
布

　
し
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
内

　「
市
歌
応
募
係
」

　
☎
６
７
２
―
６
１
３
７

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
 ６
７
２
―
４
０
４
１

　
電
子
メ
ー
ル

　m
ach
izu
k
u
ri

　@
city
.asag

o.h
y
og
o.jp

　
防
衛
省
で
は
、
各
種
自

衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
種
目
　
①
防
衛
大
学
校

　（
一
般
）
／
②
防
衛
大
学

　
校（
推
薦
）／
③
防
衛
医

　
科
大
学
校
／
④
看
護
学

　
生
／
⑤
航
空
学
生
／
⑥

　
一
般
曹
候
補
生
／
⑦
２

　
等
陸
海
空
士（
女
子
）／

　
⑧
２
等
陸
海
空
士
（
男

　
子
）

▽
身
分
　
特
別
職
国
家
公

　
務
員

▽
応
募
資
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◎犬の放し飼い。ふんの不始末。　飼主は、責任を持って。犬の登録・狂犬病予防注射も忘れずに。

自
衛
官

　朝来市を応援してくださる方を募集しています。

　市外にお住まいのご家族やご友人で、ふるさと寄附

に賛同してくださる方がありましたら、市役所企画政

策課までお知らせください。パンフレットと寄附金払

込票を送付させていただきます。

　　　ありがとうございました。　　　
　平成２１年度は、これまで４人の皆さんから心温まる

寄附をいただきました。

ふるさと寄附収納状況　　　　　　　　７月１日現在

 氏  名金　額件 数　 項　 目　

匿名１人５０，０００円１件
心豊かな教育立市の
実現

匿名１人５０，０００円１件
地域の魅力あふれる
ふるさとづくり

匿名１人１０，０００円１件
生きがいを実感でき
るふるさとづくり

０円０件
共に学びふれあうふ
るさとづくり

匿名１人１０，０００円１件その他

４人１２０，０００円４件計

■問い合わせ　市役所企画政策課　☎６７２－６１１０

ふるさと寄附にご協力ください

※平成２１年度から「心豊かな教育立市の実現」を項目に追加しました。

　社会保険事務所の出張年金相談・納付相談が次の

とおり実施されます。

日時 ８月１９日（水）１０時～１６時

場所 朝来公民館２階研修室

年金相談のお知らせ

■問い合わせ先

　市役所市民課
　☎６７２－６１２０
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暮らしのお知らせ

■問い合わせ　市役所健康課☎６７２－５２６９

場　　所受付時間日 時

佐 中 公 民 館９：５０～１０：００

９月１１日
（金）
朝来地区

さのうコミニティセンター１０：１０～１０：２０

山 本 公 民 館１０：３０～１０：５０

八 代 公 民 館１１：００～１１：１０

八代集会所(中八代）１１：２０～１１：３０

上 八 代 公 民 館１１：４０～１１：５５

物 部 公 民 館１３：１０～１３：２５

桑 市 公 民 館１３：３５～１３：４５

愛 タ ウ ン 集 会 場１３：５５～１４：０５

立 脇 公 民 館１４：１５～１４：３０

朝 来 支 所 駐 車 場１４：４０～１４：５５

新 井 ２ 区 公 民 館１５：０５～１５：３５

立 野 公 民 館１５：４５～１６：１０

山 口 公 民 館１６：２０～１６：３５

朝日アコバス停留所前９：１０～９：２０

９月１４日
（月）
和田山地区

和 田 公 民 館９：４０～９：５０

竹 ノ 内 公 民 館１０：１５～１０：３０

内 海 公 民 館１０：３０～１０：４０

市場　天野サイクル前１０：５０～１１：００

糸井地区市民会館１１：１０～１１：２０

室 尾 公 民 館１１：３０～１１：４０

万葉台　片山　賢一氏宅前１１：５０～１２：００

寺 内 公 民 館１３：００～１３：１５

林 垣 公 民 館１３：２５～１３：４０

秋葉台中央集会所１３：５０～１４：１０

緑 ヶ 丘 公 民 館１４：２０～１４：３０

寺 谷 公 民 館１４：４０～１４：５０

結核とは…結核は過去の病気と思っている人も多い現在でも、全国で約

　３万人が発症している病気。結核は早く発見して治療することで治る

　病気ですので早期発見のためにも、検診を受けましょう。また、長引く

　せきや呼吸器症状がある時は、早めにかかりつけ医に相談しましょう。

場　　所受付時間日 時

駅 北 区 集 会 所１５：００～１５：１０
９月１４日
（月）
和田山地区

柳原　わだやま作業所前１５：２０～１５：４５

桑 原 公 民 館１６：００～１６：１０

高 田 公 民 館９：００～９：２０

９月１５日
（火）
和田山地区
　　　
　

宮内　地蔵前広場９：３０～９：４０

芳賀野　消防器庫前９：５０～１０：００

岡 公 民 館１０：１０～１０：２５

法 道 寺 公 民 館１０：３５～１０：５０

大蔵地区市民会館１１：００～１１：２０

西土田　多世代交流センター１１：３５～１１：４５

土 田 公 民 館１３：００～１３：１５

平 野 公 民 館１３：２５～１３：３５

東 谷 公 民 館１３：４５～１４：００

和田山駅前公会堂１４：１０～１４：４０

圓 龍 寺 駐 車 場１４：５０～１５：１０

和田山上町県職員寮前１５：２０～１５：３５

藤 和 公 民 館９：１０～９：２０

９月１６日
（水）
和田山地区
　　　
　

三波 農村広場横９：４０～９：５０

殿　アコバス停留所前１０：００～１０：１０

安 井 公 民 館１０：２０～１０：４０

久 留 引 公 民 館１０：５０～１１：０５

栄町　ＪＡたじま竹田支店前１１：１５～１１：３０

場　　所受付時間日 時

加 都 公 民 会 館１１：４０～１２：１０

９月１６日
（水）
和田山地区

竹 田 下 町 公 民 館１３：１０～１３：４０

竹田地区市民会館１３：５０～１４：１０

竹田新町　グランドゴルフ場１４：２０～１４：４０

旧朝来市観光案内センター前１４：５０～１５：００

久 世 田 公 民 館１５：１０～１５：３０

立 雲 の 郷 前１５：４０～１６：１０

筒 江 公 民 館９：００～９：１０

９月１７日
（木）
和田山地区
　　　
　

比 治 公 民 館９：２０～９：３０

市 御 堂 公 民 館９：４０～９：５０

枚 田 中 央 公 民 館１０：００～１０：４０

法 興 寺 作 業 所 前１０：５０～１１：００

枚 田 岡 会 館１１：１０～１１：２０

和田山保健センター１１：３０～１２：００

玉 置 公 民 館１３：００～１３：２０

白 井 公 民 館１３：３５～１３：４５

宮 公 民 館１３：５５～１４：０５

久 田 和 公 民 館１４：１５～１４：２５

東 和 田 公 民 館１４：３５～１４：４５

東河地区市民会館１４：５５～１５：０５

野 村 倉 庫 前１５：１５～１５：３０

岡 田 公 民 館１５：４０～１５：５０
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アダプト制度〈美しいまち（道）づくり〉にご協力ください。　申込随時受付中　市役所生活環境課（☎６７２－６１２１）

　市は９月から、市内各地区公民館などを巡回して住民結核検診を実施します。
　対象は、６５歳以上の人（平成２２年度３月末年齢）で、費用は無料です。この機会を利用して必ず受
診し健康管理に努めましょう。
　３月の申込みをしている人は、８月上旬に受診票を送付します。
　申込みをしていない人で受診を希望する場合は、市役所健康課までお問い合せください。 
※今年度肺がん検診や病院などで胸部レントゲン検査を受けた人は、この検診を受ける必要はありません。

場　　所受付時間日 時

新 堂 公 民 館９：１０～９：２０

９月７日
（月）
山東地区

大 内 公 民 館９：３０～９：４５

塩 田 公 民 館９：５５～１０：０５

野 間 公 民 館１０：１５～１０：３０

田 ノ 口 公 民 館１０：４０～１０：５５

金 浦 公 民 館１１：０５～１１：１５

ふれあいプラザ駐車場１１：２５～１１：５０

滝 田 公 民 館１３：００～１３：２０

小 谷 公 民 館１３：３０～１３：４０

楽 音 寺 公 民 館１３：５０～１４：０５

向 大 道 公 民 館１４：１５～１４：２５

諏 訪 公 民 館１４：３５～１４：５５

末 歳 公 民 館１５：０５～１５：２５

山東老人福祉センター前１５：３５～１６：００

迫 間 公 民 館９：００～９：１５

９月８日
（火）
山東地区

喜 多 垣 公 民 館９：２５～９：３５

与 布 土 庵 前９：４５～１０：１５

山 歳 公 民 館１０：２５～１０：３５

与布土地区コミニティセンター１０：４５～１１：００

三 保 健 康 広 場 前１１：１０～１１：２５

住民結核検住民結核検診診巡回のお知ら巡回のお知らせせ

場　　所受付時間日 時

越 田 作 業 所 前１１：３５～１１：５０

９月８日
（火）
山東地区

和 賀 公 民 館１３：００～１３：１５

早 田 公 民 館１３：２５～１３：４０

桂野工務店横（旧ＪＡ粟鹿支店前）１３：５０～１４：００

一 品 公 民 館１４：１０～１４：２０

柴 公 民 館１４：３０～１４：４５

東 公 民 館１４：５５～１５：１０

西 地 公 民 館１５：２０～１５：３０

西 谷 公 民 館１５：４０～１５：５０

６ 区 公 民 館９：１０～９：３０

９月９日
（水）
生野地区
　　　
　

川 尻 公 民 館９：４０～９：５０

南 真 弓 隣 保 館１０：００～１０：１０

北 真 弓 公 民 館１０：２０～１０：３０

栃 原 公 民 館１０：４０～１０：５０

猪 野 々 広 場１１：１０～１１：２０

新 町 消 防 車 庫１３：００～１３：１０

奥銀谷コミニティセンター１３：２０～１３：３０

す だ れ の 公 民 館１４：１０～１４：２０

本 村 公 民 館１４：４０～１４：５０

早 木 電 機 駐 車 場１５：３０～１５：４０

場　　所受付時間日 時

生野保健センター
１６：００
～１６：２０

９月９日
（水）
生野地区

川 上 公 民 館９：００～９：１０

９月１０日
（木）
朝来地区
生野地区

納 座 公 民 館９：２０～９：３０

山 内 公 民 館９：４０～９：５０

澤 公 民 館１０：００～１０：３０

伊 由 市 場 公 民 館１０：４０～１０：５０

石 田 公 民 館１１：００～１１：２５

多 々 良 木 公 民 館１１：３５～１１：５５

奥 田 路 公 民 館１３：１５～１３：２５

中 田 路 公 民 館１３：３５～１３：４５

口 田 路 公 民 館１３：５５～１４：０５

羽 渕 公 民 館１４：１５～１４：３０

元 津 公 民 館１４：４５～１５：００

上岩津地区駐車場１５：１０～１５：２５

円 山 公 民 館１５：３５～１５：４５

小 田 和 公 民 館１５：５５～１６：０５

上 生 野 入 口 広 場１６：１５～１６：２５

神 子 畑 公 民 館９：００～９：１５９月１１日
（金）
朝来地区 平 野 公 民 館９：２５～９：３５
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■問い合わせ先　「生野夏物語」推進協議会（生野町商工会内生野ひいきの会事務局）　☎６７９－２２３３

暮らしのお知らせ
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●ビーチバレーボール大会　　●グランドゴルフでホールインワンゲーム大会

●少年サッカー招待試合　　●加藤高道歌謡ショー（元兄弟デュオ・狩人）

●夏期巡業　どんどこ！巨大紙相撲あさご夏祭り場所

　※展示：８月１０日～１５日（あさご・ささゆりホール）

●朝来中学校ブラスバンド演奏　　●豪華花火大会　　●物産展

あさご夏祭あさご夏祭りり 8月１６日（日）

■問い合わせ先　朝来支所地域振興課　☎６７７－２１１１

８月１８日（火）

●名物造り物、生花展　　●納涼芸能ショー（歌謡ショー（氷川きよしのそっくり

　さん）、パフォーマンスショー、お楽しみ景品抽選会）

８月１９日（水）

●名物造り物、生花展　　● 山彩市　　●金管バンド・ブラスバンド演奏

●うなぎ、金魚、鯉子のつかみ取り　　●山東音頭練り込み　　●扇子おどり

●豪華花火大会　　●大盆おどり大会

朝来市山東夏祭朝来市山東夏祭りり 8月１８日（火）・１９日（水）

■問い合わせ先　山東支所地域振興課　☎６７６－２０８０

８月２２日（土）

●名物造り物　　●七所（ななとこ）地蔵参りスタンプラリー

８月２３日（日）

●名物造り物　　●枚田小学校金管バンドパレード

●和田山中学校吹奏楽部パレード　　●和田山虎臥陣太鼓演奏

●朝来市交通安全・防犯パレード　　●和田山高校吹奏楽部演奏

●ひまわり和太鼓クラブ、照福和太鼓クラブ太鼓演奏　　●豪華花火大会

●山東町盆おどり（山東町民踊保存会）　　●DANCE（ちぃちぃぱっぱ）

●よさこい踊り（さんさん会～和～）　　●エレクトーンお祭りライブ２００９　　

朝来市和田山夏まつり和田山地蔵朝来市和田山夏まつり和田山地蔵祭祭 8月２２日（土）・２３日（日）

■問い合わせ先　市役所商工観光課　☎６７２－４００３

銀山銀山町町 生野夏物生野夏物語語 ８月１３日（木８月１３日（木））～１５日（土）～１５日（土）

場所：小野大橋周辺　時間：１９時～（２０時から総踊り）

場所：生野マインホール前周辺

時間：１９時～（２０時から総踊り）

　尺八や三味線、口説きの 囃 しで、穏やかに優雅に踊る
はや

生野の盆踊り。夕暮れには 灯籠 や
と う ろ う

 提灯 などがともり、鉱
ち ょ う ち ん

山町の古き良き時代の情景を醸し出します。

場所：偕和橋（生野中

　　　学校校門）から

　　　盛明橋までの約

　　　２５０ｍの区間

時間：１９時３０分～

　代官所時代に森垣村

と呼ばれていた口銀谷

地域の６区。大小５００

個の灯籠が市川を彩り

ます。

開設時間

１３日（木）１２時～１６時

１４日（金）１１時～２２時

１５日（土）１１時～２２時

　生野義挙碑横駐車場

にテント村を開設。休

憩、食事にご利用くだ

さい。

生 野 盆 踊 り 森 垣    の灯 籠    流し
も り が い  と う ろ う

ふれあいテント村

　鉱山全盛期の昭和３０年代のころに盛大に行われて

いた生野の盆の「総踊り」が復活します。

　生野の盆踊りの原型「昔踊り」を受け継ぐ奥銀谷地域。

戦前の盆踊りの風景がよみがえります。

８月１３日（木） 　奥銀谷地域

８月１４日（金） 　口銀谷地域

８月１５日（土）
　８月１３日（木）

～１５日（土）　
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ホール・美術館の催し ●詳細は各施設で確認してください

生野三巨匠の系譜展　期間：８月３０日（日）まで

バルビゾン＆朝来交流 国際平面造形展　期間：９月１３日（日）まで

あさご芸術の森美術館

入館料　大人５００円／大学生・高校生３００円／小中学生２００円

☎６７０－４１１１　休 水曜日、祝日の翌
日（水曜日が祝日の場合はその翌日）

☎６７６－４５８７　休 月曜日
（月曜日が祝日の場合開館）

夏休みふるさとわくわくいきもの館　

　　期間：８月９日（日）まで

どこにいても心がつながる絵手紙展

　　期間：８月１２日（水）～８月２３日（日）

ヒメハナ公園展示会

和田山ジュピターホール
☎６７２－１０００　休 月曜日（月
曜日が祝日の場合その翌日）

伍代夏子演歌まつり　《全席指定》　

公演日：９月１３日（日）／ ２回公演 【昼の部】開演：１４時３０

分【夜の部】開演：１８時３０分／料金：S席４，５００円、Ａ席

３，５００円（当日は各３００円増）※友の会会員は、２枚まで

３００円OFF

前売券好評発売中  来場者全員にプレゼント有り 

大阪シンフォニカー交響楽団 『名曲ア・ラ・カルト２００９』
《全席指定》　公演日：１０月４日（日）／開演：１５時／料金：

大人２，５００円、高校生以下１，０００円（当日は各３００円増）

※友の会会員は、２枚まで２００円OFF 前売券好評発売中

ジェロ ファーストコンサートツアー ～ 一期一会 ～
《全席指定》

　公演日：１０月７日（水）／開演：１８時３０分／料金：５，０００

円（当日は３００円増）※友の会会員は、２枚まで３００円OFF

前売券好評発売中

あさご・ささゆりホール ☎６７７－１１６５　休 月曜日

 R－１５人形劇  平 
た い ら

 常 の「毛皮のマリー」人形劇版　《全席自由》
じょう

公演日：９月２６日（土）／開演：１８時３０分／料金：２，０００

円（当日は２００円増）　前売券好評発売中

西城秀樹コンサート２００９　《全席指定》

公演日：１０月２０日（火）／開演：１８時３０分／料金：Ｓ席

５，０００円、Ａ席、４，０００円（当日は３００円増）※友の会会員は、

２枚まで３００円OFF／前売券発売開始日：【友の会】８月

１８日（火）【一般】８月２２日（土）

お世話になります

　地域ぐるみで子育て家庭への支援を進める

ため、市内各地区に１人、次の皆さんが子育

て家庭応援推進員として県知事から委嘱され

ています。虐待や問題行動などを見かけたら

連絡してください。また、育児不安など気軽

に相談してください。　　　　　　　（敬称略）

子育て家庭応援推進員

推進員氏名地区推進員氏名地区

鵤 伸 子竹田杉 本 廣 美生野

吉田 みどり梁瀬田中 眞須子奧銀谷

馬袋 むつ子与布土西 山 淳 子糸井

足 立 鈴 代粟鹿小 島 政 代大蔵

小 田 明 美中川岩本 美和子枚田

佐藤 もと子山口稲 津 茂 子東河

　市内の次の皆さんが、くらしのクリエー

ターとして県知事から委嘱されています。

（敬称略）

くらしのクリエーター

木 村 敏 子
（矢名瀬下町区）

小 山 洋 子
（ 向 大 道 区 ）

中 島　 正
（ 枚 田 区 ）

◎くらしのクリエーターとは

　消費生活に関する…

①簡易な相談に応じます。

②啓発・出前講座の講師を行います。

③情報をはじめとして、地域の生活情報を収

　集し、地域住民や関係機関に提出します。

　　そのほか、新しい家庭のあり方に関する

　啓発・実践を行うなど、地域住民の豊かな生

　活の創造を支援するための活動を行います。

■問い合わせ　市役所生活環境課　☎６７２－６１２１

　市と自衛隊兵庫地方協力本部は、次の皆さ

んに自衛官募集相談員を委嘱しました。

■問い合わせ　市役所総務課　☎６７２－６１１５

自衛官募集相談員

　自衛官募集相談員制度は、昭和４１年に発足

した制度。相談員は自衛官志願者に自衛隊に

関する情報提供を行います。

（敬称略）

足 立 明 人（ 筒 江 区 ）伊藤　 孝（羽渕区）

任期：平成２１年７月１４日から２年間

名簿登録　協力員になった人は、協力員名簿に登録し

　ます。個人情報はほかの目的に利用することはあり

　ません。（名簿の有効期間：平成２４年３月３１日まで）

活動内容　日常生活の中で、不法投棄現場を発見した

　場合の通報、不法投棄などの防止に関する普及啓発

　活動

　県は、不法投棄のない安全で住みよいクリーンな

但馬の環境づくりの推進のため、不法投棄監視協力

員（ボランティア）を募集しています。

募集対象　但馬地域在住の満２０歳以上（平成２１年

　４月現在）の人

募集期間　８月３１日（月）まで

不法投棄監視協力員を募集しています

■問い合わせ　但馬県民局環境課　☎０７９６－２６－３６５１
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「生活機能に関する問診票」をご存知ですか？ 窓地域包括支援センターの

■問い合わせ
　市役所健康課（和田山保健センター）
　☎６７２－５２６９
　ＦＡＸ ６７２－５３６９

　市では、特定健診を受ける６５歳以上の皆さんに、

介護予防を目的とした「生活機能評価」を実施して

います。

　「生活機能評価」は、特定健診の際に記入しても

らう「生活機能に関する問診」の結果と特定健診の

検査結果をあわせて、危険な老化の兆候（元気さを

阻害する要因）が無いかを判定します。

　早くに、元気さを阻害する要因に気付き、生活を

見直すことで、今後も元気に過ごすことができま

す。

　健診のときにお渡しする「生活機能に関する問

診について」のチラシをご覧いただき、今日から毎

日実践できる介護予防に取り組みましょう。

　具体的な取組について、地域包括支援センター

で相談に応じています。お悩みの場合は、遠慮なく

ご相談ください。

健康情報テレホンサービス （８月のテーマ）

☎ 通話料無料 ０１２０‐９７９‐４５１
きゅう  な  きゅう 　    よう  こ  い

兵庫県保険医協会　URL http://www.hhk.jp

肝炎ウイルスキャリアの妊娠・出産月曜日

睡眠時無呼吸症候群の歯科治療火曜日

糖尿病の早期発見・治療水曜日

急に起る血便木曜日

とびひ（伝染性 膿痂疹 ）
の う か し ん

金・土・日

県内どこからでも利用できます。（携帯電話・PHSからは利用できません）

【電話番号】

健康コーナー

　本格的な夏が到来しました。熱中症は、高温多湿な日本では、職場やスポーツの場などでも多く見られます。

しかし最近では、「乳幼児を買物などで車に寝かせていて、戻ったらぐったりしていた」「熱中症で死亡」といっ

た事故など、日常生活の中で起った事例を耳にすることがあります。

　晴れた日に車外の気温が２５～２７℃でも窓を閉め切った車内の温度は５０℃になり、１時間後には５８℃、２時

間後には６２℃にもなります。こうした状況の中にいると、大人でも１時間後には体温が３８℃にも上昇します。

　特に子どもは体温調節機能が十分に発達していないので、短時間でも非常に危険。また、高齢者は、直接日の

当たらない家の中で、夜間でも昼間の熱がこもる熱帯夜のようなときに熱中症になっていたという例があり

ます。人の体温調節機能は、６０歳を過ぎるころから低下します。さらに汗もかきにくくなり、体に熱がたまり

やすく、脱水も進みやすくなります。「これくらいの暑さは大丈夫」と無理をしないようにしましょう。

【高齢者の注意点】

①のどが渇かなくてもこま

　めに水をとりましょう

　入浴前後にも水分を補給

　しましょう。

②部屋の温度にも注意しま

　しょう

身近に起きる熱中症に気をつけましょう

【子どもの熱中症を防ぐポイント】

①車に子どもを寝かせたまま置き去りにしないように注意しましょう

②子どもを十分に観察しましょう

　顔が赤く、ひどく汗をかいているときは、涼しい環境下で休息させま

　しょう。

③服装を選びましょう

　衣服の調節をしましょう。通気性のよい帽子をかぶせましょう。

　少しゆるめの服が衣服内の風とおしがよく熱の放散を促します。

④水をこまめに飲ませましょう

⑤日ごろから暑さに慣れさせましょう

　日ごろから適度に外遊びをして暑さに慣れさせましょう。

～元気さを阻害する要因が隠れています～

生活機能に関する問診票では以下の６つの内容につい

て尋ねています。

① 運動機能に関する質問は、筋力低下の有無を見ます。

② 栄養状態に関する質問は、栄養不足の有無を見ます。

③ 口腔（飲み込み）に関する質問は、かむ力、飲み込む

　力、だ液が出る量の低下の有無を見ます。

④ 閉じこもり（社会参加）に関する質問は、閉じこもり

　の有無を見ます。

⑤ 物忘れ・認知機能に関する質問は、認知症にかかる

　可能性の有無を見ます。

⑥ うつ状態に関する質問は、うつにかかる可能性の有

　無を見ます。

■問い合わせ先
　朝来市地域包括支援センター
　☎６７２－６１２５
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あさごっ子悩み相談センター（市教育委員会）

　学校や子どものことで困っていること、心配なこ

と、悩んでいることなど何でも相談を受け付けてい

ます。

問 市教育委員会 学校教育課　☎６７７－２１１５

朝来市家庭児童相談室

　０歳～１８歳までの子育て・子どもの発達・学校・

家族のことなどの悩みや心配事の相談に対応します。

問 市役所 社会福祉課　☎６７２－６１２３

但馬教育事務所「教育相談窓口」

　教育に関する保護者などや学校からの相談に、中

立的な立場で面接による助言などを行います。　

期日　毎月第２水曜日（平成２１年８月は、第３水曜

　日に開設）

時間　１３時～１５時

場所　豊岡職員福利センター　サークル１

　　　豊岡市幸町７－１１（兵庫県豊岡総合庁舎横）

問 但馬教育事務所　☎０７９６－２４－１５２０（要予約）

ひょうごっ子悩み相談センター（県教育委員会）

　いじめや不登校など、子どものさまざまな悩みに

ついて、相談に応じています。

電話相談　毎日９時～２１時(１２月２８日～１月３日

　は休み)

　☎０１２０－７８３－１１１（フリーダイヤル。携帯利用

　　不可。無料）

　☎０７９５－４２－６００４（携帯電話利用可。有料）

夜間電話受付　毎日２１時～翌９時(１２月２８日～１

　月３日は休み)

　☎０７９５－４２－６５５９（通話料有料）

県立但馬やまびこの郷

　不登校で悩む児童生徒や保護者、学校の先生など

にいろいろな支援を行っています。詳しくは電話で

お問い合わせください。

場所　山東町森字向山４５－１０１

　☎６７６－４７２４

朝来サテライト教室（県立豊岡聴覚特別支援学校）

　聞こえ、言語、発達、子どもとの関わり方など、様々

な教育相談に対応しています。

期日　毎月１回　水曜日の午後

場所　大蔵小学校

※事前に県立豊岡聴覚特別支援学校まで連絡してく

　ださい。（☎０７９６－２２－２１１４）

県立特別支援学校の教育相談

　但馬内の県立特別支援学校では、障害に関する

様々な教育相談を行っています。お気軽にご相談く

ださい。

◎県立和田山特別支援学校

　和田山町竹田１９８７－１☎６７４－０２１４

◎県立出石特別支援学校

　豊岡市出石町宮内２－８　☎０７９６ー５２－３６５６ 

◎県立豊岡聴覚特別支援学校

　豊岡市三坂町２－９ 　☎０７９６ー２２－２１１４

公立八鹿病院　児童精神科

　子どもたちの心の不健康（発達障害・不登校・心身

症など）の早期治療・診察を行います。

期日　毎週水曜日（完全予約制）

時間　９時～１１時、１４時～１６時

場所　公立八鹿病院　養父市八鹿町八鹿１８７８－１

問 公立八鹿病院児童精神科外来

　☎６６２－５５５５（代）

児童家庭支援センター「リボン」

　育児、家庭、学校など、子育て全般に関する不安や

問題、悩みなどの相談を受け付けます。希望により、

専任心理士からのカウンセリングも受けられます。

（予約制）

場所　山東町滝田１７２－２

問 児童家庭支援センター「リボン」

　☎６７６－５０３５
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す
す
め
る
市
民
運

動
・
県
民
運
動
強
調
月
間
」で
す
。

　
こ
の
強
調
月
間
を
機
会
に
、日
常
生
活
の

す
べ
て
の
場
面
で
、身
近
な
こ
と
に
つ
い
て

人
権
の
視
点
か
ら
見
つ
め
直
し
、感
性
を
高

め
、日
ご
ろ
の
行
動
に
つ
な
が
る
よ
う
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　
人
権
文
化
を
す
す
め
る
た
め
に
は
、
自
分

が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
ほ
か
の
人
の

人
権
を
侵
害
す
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
に「
相
手
を
思
う
想
像
力
」を
は
ぐ
く
む

こ
と
が
大
切
で
す
。ま
た
、社
会
は
さ
ま
ざ

ま
な
価
値
観
を
持
っ
た
人
や
い
ろ
い
ろ
な

年
齢
、国
籍
の
人
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。そ
の
違
い
を
理
解
し
認
め
合
い
ま

し
ょ
う
。さ
ら
に
、人
は
一
人
で
生
き
て
い

け
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。お
互
い
に
支

え
合
っ
て
生
き
る
と
い
う「
共
生
の
心
」を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
進
め
る
上
で
大
切
な

こ
と
は
、気
持
ち
の
よ
い「
あ
い
さ
つ
」
を
実

践
し
て
い
く
こ
と
で
す
。ほ
か
の
人
を
理
解

す
る
出
発
点
と
な
っ
た
り
、つ
な
が
り
を
深

め
た
り
す
る
の
が
「
あ
い
さ
つ
」で
す
。日
々

の
暮
ら
し
の
中
で
一
層
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　
あ
い
さ
つ
の
積
み
上
げ
も
含
め
、人
権
尊

重
の
考
え
方
が
、家
庭
・
地
域
・
職
場
・
学
校

な
ど
で
生
活
文
化
と
し
て
定
着
し
て
い
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
人
権
推
進
共
同
参
画
課

　
☎
６
７
２
―
６
１
２
２

　身近にある教育・子育てに関する相談機関をお知らせします。ご利用ください。

教育に関する相談機関の紹介



各種乳幼児健診・予防接種など健康課の母子保健事業は、和田山と山東地区を合同
で、生野と朝来地区を合同で実施します。（いずれも該当児には個別通知します）

朝広　２１．８．１３,６００ 広報 朝来朝来 ２０

８８//16～16～９９/１５/１５各 種 相 談 の ご 案 内 健康カレ健康カレンンダーダー

この広報紙は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、古紙再生紙を使用しています。

　
夏
に
な
る
と
、天
気

予
報
を
見
て
気
に
な
る

の
は
や
は
り
最
高
気
温

の
数
字
で
す
。▼
昨
年
、

朝
来
市
で
観
測
さ
れ
た

最
高
気
温
は
　
・
３
度

３６

で
平
成
　
年
８
月
　
日

２０

１１

に
記
録
し
た
も
の
で
す
。

ち
な
み
に
近
年
で
は
、

平
成
　
年
に
観
測
し
た

１９

　
・
５
度
が
最
も
高
い

３６気
温
で
し
た
。▼
暑
い

日
が
続
く
と
、涼
し
い

季
節
や
冬
の
寒
さ
が
待

ち
遠
し
く
な
り
ま
す
。

冬
は
冬
で
夏
が
待
ち
遠

し
く
な
る
の
で
す
が
…
。

今
も「
暑
い
、暑
い
」と

不
満
を
言
っ
て
い
る
わ

た
し
の
そ
ば
で
、扇
風

機
や
エ
ア
コ
ン
は
、文

句
も
言
わ
ず
、ひ
た
す

ら
風
を
送
り
続
け
て
く

れ
て
い
ま
す
。▼
し
か

し
、夏
は
暑
い
の
が
当

た

り

前
。海

水

浴

や

プ
ー
ル
、昆
虫
採
集
、高

校
野
球
な
ど
、夏
で
な

け
れ
ば
、夏
で
こ
そ
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

日
射
病
や
熱
中
症
に
気

を
つ
け
て
、暑
さ
に
負

け
ず
、暑
さ
を
楽
し
み

な
が
ら
、

夏
を
乗
り

切
り
た
い

も
の
で
す
。

Ｒ

編

集

後

編

集

後

記記

司法書士による登記・相続・多重債務・消
費者問題・成年後見等の無料法律相談会

　相談は無料。電話での予約制です。
■とき・ところ　１３時～１６時
　浜坂多目的集会施設　　     ８月８日（土）
　豊岡市民会館中会議室　　 ８月１５日（土）
　和田山農業研修センター　　 ９月５日（土）
■問い合わせ　兵庫県司法書士会但馬支部司
　法書士法律相談委員会
　☎０７９－６７６－３３６８
（予約受付時間：平日９：００～１７：００）

総合法律センター南たじま相談所
　兵庫県弁護士会の弁護士が法律相談（有料。
１回３０分、予約制）をお受けします。
■とき　８月２７日（木）　１３時～１６時
■ところ　和田山老人福祉センター
■相談料　５，２５０円
■予約　☎０７８－３５１－１２３３

行政相談
　官公庁の仕事についての苦情や意見・要望
などをお聞きします。
■とき　８月１７日（月）　１３時３０分～１５時
■ところ　生野保健センター
　　　　　和田山老人福祉センター
　　　　　山東老人福祉センター
　　　　　朝来老人福祉保健センター

人権相談
　人権問題でお悩みの人、お気軽にご相談く
ださい。

■とき・ところ　(毎月開催）１３時３０分～１５時
９月９日（水）生野保健センター
９月１０日（木）和田山農業研修センター

〃山東老人福祉センター
〃朝来老人福祉保健センター

心配ごと相談
　経験豊富な相談員が、あらゆる生活上の相
談に応じます。

■とき・ところ　(毎月開催）１３時～１６時

９月２日（水）生野保健センター
８月１２日（水）市役所南庁舎
８月１９日（水）山東老人福祉センター
８月２６日（水）朝来老人福祉保健センター

女性のなやみ相談（面接・電話）
　経験豊かな女性カウンセラーが、子育てや
家族、ＤＶやセクハラ等、女性が抱えるさまざ
まな悩みや不安、問題などの相談に応じます。
■とき　８月１２日（水）１３時～１６時（予約制）
■ところ　アートほほえみ相談室（２階）
■予約　市役所人権推進共同参画課　☎６７２－６１２２

※子ども＝15歳以下　高齢者＝65歳以上
※累計は平成２１年の合計

火災・救急の状況
（朝来市消防本部）

件数区分

１建物

火
災

０林野

０車両

０その他

０合計

６累計

８交通事故

救
急

１８一般負傷

４６急病

１１その他

８３合計

５９５累計

（６月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

８２１３人身事故

００子ども

死
者
　（人）

１１高齢者

１０その他

２１合計

５１子ども

傷
者
　（人）

２０５高齢者

７６９その他

１０１１５合計

７２５９６物損事故

（６月中）

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

３空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

４忍 び 込 み３強制わいせつ

０金 庫 破 り０ひったくり

３事務所あらし３５車上ねらい

１出店あらし７自動販売機あらし

７詐 欺 

そ
の
他

８部 品 盗

４傷 害 ２４器 物 損 壊

２暴 行 ９自 動 車 盗

２７万 引 き ６オートバイ盗

（６月末累計）１８自 転 車 盗

場　　所内　　容曜日日月

生野保健センター３か月児・８か月児健診火２５

８
和田山保健センター

朝来公民館

８か月児健診

脳元気度チェック（予約制）
水２６

和田山保健センター３か月児健診木２７

生野保健センター腹部超音波検診火１

９

生野保健センター

和田山保健センター

腹部超音波検診

３歳児健診
水２

生野保健センター

和田山保健センター

腹部超音波検診

１歳６か月児健診
木３

朝来福祉会館

和田山保健センター

腹部超音波検診

ポリオ予防接種
金４

山東地区巡回住民結核検診月７

朝来福祉会館

山東地区巡回

生野保健センター

腹部超音波検診

住民結核検診

ポリオ予防接種

火８

生野地区巡回住民結核検診水９

朝来地区・生野地区巡回

和田山保健センター

住民結核検診

８か月児健診
木１０

朝来地区巡回

和田山農業研修センター

住民結核検診

献血
金１１

和田山地区巡回住民結核検診月１４

和田山地区巡回

生野保健センター

住民結核検診

ポリオ予防接種
火１５
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